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◎本校のビジョン(目指す子どもたちの姿） 
「豊かな人間性とたくましい実践力を身につけた子ども」 
◎本校職員のミッション(ビジョン達成のための使命・道筋) 
「一人一人が『自分らしく』『一生懸命』勉強し， 

『力をつける』三階小学校を創る」 

 少し前になりますが，７/10（金）の県立大学爆破・近隣バス停襲撃予告に伴い，関係の皆

様にはご心配をおかけしました。とにかく子どもたちも，皆様も，無事で何よりでした。し

かし，新型コロナ感染症対策に注力している最中の出来事に，戸惑いと憤りを覚えたのは，

私一人ではないと思います。予告日の前後にわたり，児童の見守りや送迎にご協力いただい

た保護者，地域，見守り隊，市教育委員会職員，各学校職員他，全ての関係者の皆様，ご協

力ありがとうございました。 

一方で，新型コロナ感染症流行の再拡大が懸念されます。三階小では，感染防止の基本で

ある手洗いや熱中症に配慮したマスクの着用等，引き続き徹底していきたいと思います。 

 さて，今回の学校だよりでは，主に「キャリア・パスポート」についてお話しします。長

文になりますが，どうかお付き合い下さいませ。 

キャリア・パスポートってご存じですか？ 
 校長 松 本  潔 

 

 

 

 

 

 

 

【運動会スローガン決定「負けるな三階！ 

チーム一丸となって全力でがんばろう」】 

 

7/8（水）に代表委員会がありました。9/20

（日）に予定している運動会のスローガンに

ついて，各学級から様々な意見が出ました。 

様々すぎて，「まとまるのかなあ」と正直心

配しましたが，6年生がそれらの意見を基に決

定したのが上記のスローガンです。 

決定した「理由」をご覧下さい。各学級が提

案したキーワードを大切にして，すべての意

見を生かし盛り込もうと，6年生が「すごく」

努力した様子が窺えます。 

多数意見だけではなく，少数意見も大切に

する。なるべく多様な立場の人々それぞれの

納得を目指し，最大限努力することを「合意形

成を目指す」といい，民主主義の基礎基本で

す。多数決はあくまで最後の手段です。 

 

【「合意形成」を体験的に学ぶ「特別活動」】 

 

三階小では，主に「特別活動」という学習で，

学校での「くらしの課題」を見い出し，解決す

るために話し合い，合意形成を図り，それぞれ

が役割を果たして実践し，課題の解決を試み

るという学習をしています。代表委員会も，特 



 

別活動の１つ（児童会活動）です。学級活動（話

し合い活動）もその仲間で，かつての「学級会」

のことです。保護者の皆さんや地域の皆さん

も，学生の頃体験しておられると思います。 

 

【すべては，「キャリア形成」 

つまり「生きる力の育成」に向けて】 

 

ところで，これら特別活動も，各教科等の学

習も，一人一人の子どもたちが将来大人とな

った時に，日本国民としてより良く生きるた

めに，この三階小学校で「学び」「くらす」中

での教育活動です。 

大人となってよりよく生きるためには，仕

事さえしていればよい訳ではないことは，大

人である我々なら「体験的に」わかっていま

す。私はサッカー観戦が趣味なので例に挙げ

ると，サッカー選手は，サッカーという仕事だ

けをしていればいい訳ではありません。 

サッカーのための知識や技能は勿論，体づ

くりの基本となる栄養学の知識，チームとし

て勝つための同僚との良質なコミュニケーシ

ョン，スポンサーとのおつきあい，社会的に認

知されるための社会貢献的活動のスキル，取

材に応じるときの話術や一般社会常識，外国

に行くのであれば語学，個人営業主としての

収入や支出の管理，引退後の生活設計，今年で

あれば新型コロナ感染症から身を守る衛生管

理の知識や技能等々，様々な知識や技能，判断

能力，人生を切り開く意思が必要です。 

全国の小学校で今年度から全面実施となる

学習指導要領では，このような，「職業」だけ

に限らない，人生をよりよく生きるために身

に付けたほうが望ましい様々な力を，ひとく

くりにして「キャリア」と呼び，キャリアを身

に付けていくことを「キャリア形成」と呼んで

います。学校での「まなび」と「くらし」（教

育活動）は，キャリア形成を図る活動（つまり

「キャリア教育」）であると言い換えることも

できると思います。 

 

【学習指導要領の 

キャリア形成に対する考え方】 

 

保護者の皆さんも，地域の皆さんも，もちろ

ん私も，かつては学校での学びを基に，社会に

出てから色々と体験し，失敗と成功を繰り返

しながら少しずつ「キャリア」を身に付けてき

たと思います。（私は失敗をかなり積み重ねた

上で，今のキャリアを身に付けたという自覚

があります。（苦笑）） 

しかし，変化が激しく，価値観も様々で，多

様性に富み，以前よりはるかに複雑で多くの

課題に直面する現在，子どもたちを「学校で学

んだことを基に，社会に出てから，体験を通し

て，たくさんキャリアを身に付けてね！」と放

り出し，成功も失敗も自己責任というのは，日

本社会の仕組みとして無責任と言わざるを得

ません。 

そこで，かつての学校での学び（知識・技能

等の習得）に加えて，「学んだことを自分なり

にまとめる」「誰かに向けて発信する」「学んだ

ことについて，それぞれの考えを伝えあい，結

果としてお互いの考えを深める」等の学習を，

すべての教育活動に盛り込みます。そして，そ

こで得た力を，学校での「くらし」の様々な場

面に生かすという「社会体験を積む疑似体験」

を通して，生涯にわたり「キャリア形成」する

ことができる力を養い，三階小の子どもたち

が社会に出ていくのに備えようというのが，

今回の学習指導要領の考え方であり，三階小

のグランドデザインの考え方でもあります。 

 

 

 

←代表委員会で，6年生は，

各学級から出された意見す

べてを大切にしようとして，

キーワードをまとめること

で「合意形成」を目指しまし

た。↓ 



 

【今年度から，「キャリア・パスポート」を 

記録・保存していきます】 

 

さて，本日島根県教委から「つなぐ」という

プリントをこの学校だよりと同時にお配りし

ます。「つなぐ」で紹介している「キャリア・

パスポート」とは，三階小はじめ島根県の子ど

もたちが，学校での「学び」や「くらし」を通

して身に付けた「キャリア」や「キャリア形成

の基礎となる力」等を記録に残したものです。

今年度から，全国の小・中・高・特別支援学校

等で取り組むことになりました。現在の小学

校 1 年生以降は，中学校までなら 9 年間，高

校までなら 12年間の記録となります。 

島根県内のキャリア・パスポートでは，キャ

リアやキャリア形成の記録に際して，「ふるさ

と島根で育んだ，キャリア形成に向けた学び

の足跡」という視点が加わります。 

三階小では，キャリア・パスポートを学期毎

にまとめて，1年間の最後にお子様へのコメン

トを保護者の方にもお書きいただくようにお

願いします。その際，お子様が 1年間，どのよ

うなキャリアやキャリア形成につながる力を

身に付けたのかについて，「キャリアパスポー

ト」をご覧ください。そして，そのことが，親

子でお子様の将来について，希望をもって語

り合うきっかけとなれば幸いです。 

長文失礼しました。ご質問等があれば，担任

を通して遠慮なく申し付けてくださいませ。

これからもどうかよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【おまけ…縦割り班活動を紹介します】 

 特別活動の中の，同じ児童会活動でも，「縦

割り班」の活動は，異年齢集団（年齢が多様な

人の集まり）で，共に楽しく触れ合い，交流を

図ることが活動内容です。「ともに楽しく交流

するためにはどうすればよいのか？」が解決

すべき課題となります。 

先日は，6年生の発案で，新型コロナ感染症

対策を講じた上で「縦割り色おに」や「ウォー

クラリー」を行い，ともに楽しく，交流を図る

ことができました。うまくいかないことも，次

に生かすことでよい学びとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←ドッジビー（柔ら

かいフリスビー状の

ディスク）を投げる

「輪くぐりチャレン

ジ」です。うまくいく

と歓声が起きていま

した。 

じゃんけんで

負けると，足元

の新聞紙が半分

ずつ狭くなりま

す。新聞紙のお

かげで間隔が取

れています。→ 

活動前に，間隔

を取りつつ説明

を聞きます。授業

で習う，「お話を

黙って聞く」を実

践しているとこ

ろです。→ 

↑このような表裏カラー印刷のプリントを 

 三階小の学校だよりと共にお配りします。 

 どうぞご覧下さい。 



 

私たちに， 

何かできることはないのか？ 
 ～新型コロナ感染症について学ぶ～ 

 6年生の子どもたちは，今年度も，総合的

な学習の時間で「地域医療」について学んで

います。今年度は，「現代的な課題」とし

て，現在進行中の新型コロナ感染症に関する

様々な課題をとらえ，自分たちで解決を試み

る学習に取り組んでいます。 

 6/17（水）には，浜田市の医療専門監様を

講師として，講義や質疑応答を通して，新型

コロナウイルス感染症をはじめとするウイル

スによる感染症に関わる知識について教えて

もらい，「自分たちに何かできることはない

のか？」と，考えていきました。 

 また，7/17（金）には，手作りマスク作成

に挑戦しました。併せて，地域啓発として全

員でポスターを作成しました。今後は，みん

なで代表として選んだポスターを地域に張り

出させてもらおうと計画中です。 

 

 

ありがとうございます！！ 
～子どもたちの学習の支えとなって下さること， 

感謝いたします。～ 

○新型コロナ感染症予防に係る校内の消毒の

ために，アルコール消毒液の寄贈 

 …日本海酒造株式会社様 

○手作り雑巾の寄贈 

 …JAしまねいわみ中央女性部の皆様 

〇交通安全意識向上のために，交通安全標語

入り集金袋の寄贈 

 …JAしまねいわみ中央様 

〇「朝日小学生新聞」の寄贈 

（8/22から更に 1年間） 

 …近重勉税理士事務所 様 

〇児童の手洗い促進のために EM石鹸の寄贈 

 …EM野の花 様 

〇子ども新聞「まなぶん」の寄贈 

 …山陰中央新報社様 

 

夏季休業中，どうかお気を付けて 

お過ごしくださいませ 
例年より短くなりますが，夏休み中も，お

子様や皆様の健康と安全にお気を付けてお過

ごしください。お盆期間（8/11～8/14）以外

の平日は，学校には職員がおります。何かあ

れば遠慮なくお知らせくださいませ。これか

らもどうぞよろしくお願いします。 

（学校℡0855-23-2400） 

 

 

↑浜田市の新型コロナ感 

染予防対策等，詳しく説 

明していただいたり，自 

分たちの疑問や質問に丁 

寧に答えていただいたり 

することを通して，「学び 

を基に，自分たちに何かで 

きることはないのか」と考え，マスクづくりや，ポ

スターづくりの学習につながりました。間もなく

許可を取ってからポスターを張り出す予定です。 

（知識の習得→思考・判断・表現→技術の発揮や新

たな技術の習得→実践活動という学びの流れがで

きました。） 


